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初
練
習
に
張
切
る
岩
高

白
坂
選
手
も
が
け
つ
り
声
援

【
日
章
菌
に
て
本
社
七
宮
特
派
員
発
l
帖
れ
の

奥
羽
侍
訳
と
し
て
甲
子
園
に
臨
ん
だ
室
蘭

萩
中
キ
ン
は
六
計
年
替
玉
璧
家
人
少
し
、

チ
ー
ム
は
七
日
中
郡
二
時
半
か
ら
あ
こ
が

れ
の
甲
子
軌
の
土
な
騎
ん
で
朔
擁
嘗
行
っ

た
。
仝
選
手
は
長
途
の
つ
か
れ
も
み
せ
ず
鳩

め
て
一
着
で
″
サ
ア
ゆ
こ
う
″
と
の
掛
声
と

と
も
に
広
い
印
字
阻
球
場
を
野
上
雨
足
な

ら
し
な
し
た
後
折
襟
練
習
に
入
っ
た
．

官軍忘栗鼠表義金冨法華雷聖妥蓋高ナ

奥
羽
大
ム
帯
甲
や
当
り
が
止
っ
て
い
た

田
中
が
、
〃
タ
ー
フ
投
霊
芯
鮒
の
捏
げ

綱
掃
射
絹
離
い
Ⅷ

芦
品
部
故
も
『
間
中
が
当
り
な
と
り
も

ど
せ
ば
大
丈
夫
』
と
ホ
ク
ホ
ク
顔
。
そ

の
こ
畠
芋
熱
誠
に
住
ん
で
い
る
大

阪
タ
イ
ガ
ー
ス
の
白
坂
碧
蔀
r
腹
を

こ
ね
し
て
…
…
』
と
弼
準
レ
彗
盛
わ

れ
買
ビ
キ
ビ
や
れ
』
と
掛
声
を
か
け

て
押
印
扱
し
て
い
た
。

左
石
二
百
ハ
十
五
巧
中
二
冒
ほ
の

盛
岡
市
島
場
に
比
べ
る
と
左
石
三

日
巧
申
凹
胃
協
甲
子
艶
場
も

さ
は
ダ
匠
く
も
な
い
撃
だ
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
り
て
み
る
と
ア
ル
プ

ス
●
ス
タ
ン
ド
が
大
き
く
広
が
り
、

稀
い
た
め
グ
ッ
と
前
に
せ
ま
っ
で
く

る
轡
レ
。
プ
レ
ー
ト
を
蹄
ん
だ
村
川

牧
草
は
〝
別
に
ど
う
い
う
こ
と
も
な

い
が
、
た
だ
プ
レ
ー
ト
に
貯
分
ほ
れ

て
い
な
け
れ
ば
・
…
炉
．
と
余
裕
し
ゃ
く

し
ゃ
く
。
打
根
一
臆
す
轟
に
一
宇

分
の
緋
遇
鞋
過
ぎ
た
が
、
l
番

板
垣
、
四
菖
申
、
五
番
小
泉
、
六

番
村
川
は
レ
フ
下
、
あ
る
い
は
セ
ン

タ
ー
刀
廟
に
鋭
い
当
り
を
み
せ
、
ま

塑
l
西
日
、
l
春
名
久
菅
快
心

の
当
り
を
示
し
て
い
る
。

戸
島
轡
苛
″
こ
の
甜
子
で
行
け
ば
日

中
も
当
っ
て
き
て
い
る
の
で
他
校
に
ヒ

か
な
と
ら
な
い
″
と
ホ
ク
ホ
ク
喝
白

題
詩
も
違
憲
小
粒
だ
が
、
よ
く

ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
だ
か
ら
相
当
ガ
ン

バ
レ
る
だ
ろ
う
″
と
大
鼓
判
を
押
す
．

十
二
階
に
練
習
が
済
み
休
息
に
な
っ

た
が
蒜
を
こ
わ
さ
ぬ
棟
に
』
の
性

悪
が
徹
底
し
て
い
て
、
ベ
ン
チ
に
か

け
込
み
水
を
飲
も
う
と
す
る
恐
い
迷

事
に
対
し
主
将
出
中
が
宗
を
飲
む

藍
と
大
声
で
し
か
る
と
や
め
た
め

打
鍵
繋
山
号
と
村
井
氏
が
過
串
と

一
緒
に
な
り
請
合
っ
て
い
る
睡
ナ
な

農
村
轟
絨
チ
ー
ム
の
一
致
印
桝

が
ど
の
強
敵
に
も
負
け
そ
う
に
も
な

い
．

き
ょ
う
八
日
は
い
よ
い
よ
⊥
臆
よ
り
試

食
組
合
せ
の
軸
過
が
あ
お
相
蓑
が
炎

喪
に
な
る
が
、
八
日
午
前
九
陣
十
分
ま

で
採
嘗
す
る
予
好
で
あ
る
。
な
お
宕
革

帯
枚
の
宿
舎
は
西
宮
帯
習
肘
二
二
、

三
補
旅
館
で
あ
る
。
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川
村

監
督

【
甲
子
菌
に
て
本
社
七
宮
特
派
員
弗
】

？
盛
事
横
松
チ
ー
ム
は
第
盲
目
の

十
日
に
神
栄
川
代
蕃
二
席
と
対
戦

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
群
雄
割
拠
の
神

奈
川
か
，
操
浜
な
ど
の
強
敵
を
被
っ
て

出
て
き
た
チ
「
ム
だ
．
合
の
究
陣

か
ら
甲
学
問
で
扱
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

『
先
取
点
奪
え
ば
∵
・
』
と
余
裕

行
っ
た
宕
商
チ
ー
ム
は
宿
鶉
の
西
宮
市

三
福
旅
館
に
す
で
に
阻
合
せ
軸
表
が
伝

わ
り
、
相
手
は
法
些
高
と
糞
に
な

っ
た
の
で
、
が
然
ナ
イ
ン
も
炎
誠
還

些
高
は
ど
ん
な
チ
ー
ム
だ
】
と
早
照

川
村
コ
ー
チ
を
中
心
に
法
些
高
の
研

究
が
匹
レ
ま
る
．
沃
耽
二
滴
と
は
妙
な

因
襲
あ
り
、
六
日
つ
ば
め
で
下
阪
し

た
陣
国
じ
革
に
襲
レ
て
い
た
。
は
じ

め
の
・
首
に
は
十
蒜
半
か
ら
の
練
習

の
射
、
十
蒜
か
声
庚
習
し
て
い
た
の

が
童
二
両
。

？
皇
こ
ま
で
も
某
日
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
き
び
き
び
レ
た
動
作
、
い
か
に

も
都
会
チ
」
ム
ら
し
い
が
佃
か
琴
ヽ

も
ろ
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
特
に
大
椚

な
管
な
く
、
傑
乱
し
た
誉

な
く
小
じ
ん
ま
わ
と
ま
と
ま
っ
た
チ

「
ム
で
、
こ
の
点
露
芦
富
と
似

た
チ
ー
ム
・
カ
一
マ
走
。
そ
れ
だ
か

き
柔
に
戦
え
る
チ
ー
ム
だ
が
、
．
下

馬
評
で
は
や
や
法
政
二
帯
有
刺
と
み

て
い
る
よ
う
だ
。
有
刺
打
点
は
た
だ

▼
都
会
チ
ー
ム
と
東
北
チ
ー
ム
と
い
う

程
度
。
し
か
し
川
村
コ
ー
チ
も
買

取
相
愛
取
っ
て
押
し
ま
く
れ
ば
媒

外
も
あ
い
の
で
は
な
い
か
』
と
い
っ

て
い
る
。

○
…
・
裏
轟
い
て
も
各
選
手
は
策
外

の
ん
き
で
練
習
が
終
り
食
事
を
待
つ
聞

碁
や
将
棋
を
楽
－
嵐
、
金
裕
の
あ
亀

こ
ろ
奮
見
せ
る
。
l
壷
の
蜜
に
『
ど

う
だ
』
と
聞
く
と
『
別
に
な
ん
と
も
な

い
。
奥
羽
大
会
の
と
き
、

な
ん
と
な
く

畳
嚢
は
震
後
の
作
戦
コ
ー
チ
を
練
る

岩
高
チ
ー
ム
（
バ
ッ
ト
を
持
つ
の
か
川

村
監
苦
Ⅵ
最
遠
〕

勝
っ
て
（
な
ん
と
な
く
甲
子
園
に
き
た

か
ら
…
』
と
た
ん
た
ん
と
し
た
も
の
。

た
だ
弟
盲
呂
の
第
二
碧
で
は
大
金

の
ふ
ん
組
寅
に
苛
め
な
い
の
で
、
頓

の
方
で
試
合
を
し
た
か
っ
た
と
い
う
激

辛
の
ぐ
ち
だ
け
。
心
配
し
て
い
窺
さ

の
た
め
の
疲
労
芸
故
老
竺
人
甘
粗

く
、
ナ
イ
ン
の
轟
大
い
に
あ
が
っ

て
お
り
、
蓮
〓
市
な
悉
る
る
に
足

ら
ず
と
い
う
避
気
込
み
。

〇
・
…
法
政
二
帯
の
出
丸
監
督
に
対
局
事

戦
を
開
い
て
み
た
。
r
い
ま
粗
金

を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
ん
と

か
第
一
戦
に
勝
ち
た
い
と
こ
ろ
唱

岩
間
の
村
川
投
手
は
轟
串
だ
が
、

さ
ほ
ど
威
刀
は
な
い
点
い
ま
す
。

三
番
の
熊
倉
が
左
バ
ッ
タ
ー
だ
が
、

義
手
に
左
バ
ッ
タ
」
は
む
め
で
心

配
だ
が
、
売
手
の
打
製
も
練
習
レ

て
い
る
。
慎
定
に
述
べ
は
な
ん
と
か

な
る
誓
う
』
と
諮
っ
て
い
た
。

三
三
三
一
≡
≡
；
〓
≡
三
三
≡
≡
≡
〓
≡
≡
≡
三

両
チ
ー
ム
の
構
預

…
≡
…
≡
≡
；
儀
一
l
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

◇
若
手
高
校

∇
相
川
投
手
県
大
会
五
試
合
、
奥
羽

大
会
三
盛
等
一
人
で
東
投
し
て
い

る
。
蝦
大
会
五
試
合
の
被
得
点
十
六

一
襲
撃
塑
一
・
二
、
奥
羽
大
会
三

．
試
合
の
被
得
点
凶
、
一
試
合
慧
三

・
三
の
成
績
が
示
す
よ
う
に
し
わ
上

妙
の
好
調
を
み
せ
、
ス
ピ
ー
F
こ
そ

な
い
が
軟
投
喫
－
サ
ウ
ス
亜
丁
独
得

の
イ
ン
シ
ュ
ー
ト
と
硬
球
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
よ
く
、
打
者
の
打
慧

瞥
〟
ン
が
鋭
い
。

∇
甲
巴
空
丁
婦
大
桑
決
勝
以
米
五

試
合
に
七
個
の
盗
電
を
許
し
て
お
り

簿
の
部
類
に
は
入
ら
な
い
が
、
マ

ス
ク
を
か
ぶ
っ
て
三
年
の
経
験
は
村

川
嘗
ぎ
ー
ド
、
ま
た
主
将
と
し

て
文
書
お
り
力
量
よ
く
締
め

て
い
る
。

∇
内
野
陣
完
壁
と
は
い
え
ず
、
県
大

会
準
決
勝
以
降
五
薯
に
平
均
二
個

の
失
業
録
し
て
い
る
が
壷
名

久
井
、
〓
碧
落
、
三
島
板
垣
、
遊

撃
小
泉
と
無
難
の
守
簿
を
し
き
、

特
に
遊
馨
小
泉
の
深
い
守
陛
好
評

が
あ
る
。

∇
外
野
陣
－
券
声
佐
々
木
、
田
口
、

沢
野
の
布
陣
で
、
比
欝
守
備
循
凶

が
狭
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
奥
羽

大
会
で
は
本
亀
打
性
の
当
り
轟

危
機
を
脱
す
る
善
を
み
せ
た
佐
々

木
な
轟
に
対
す
亡
愚
書
も
よ
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

∇
韓
は
望
諾
Ⅶ
髭

重
工
試
合
を
通
じ
総
打
数

三
軍
甲
、
安
打
六
十
八
本

講
和

分
九
粗
の
チ
ー
ム
打
慧
宗
レ
、
個

人
別
（
腕
大
会
峰
決
勝
以
強
に
み

る
と
遍
板
垣
一
重
ハ
分
一
喝
〓

春
名
久
井
二
割
二
分
二
彗
一
義
出

口
七
分
盲
、
Ⅷ
冨
田
申
】
型
八
分

七
彗
五
祭
空
剖
券
、
六
番

沢
野
三
聖
分
二
醸
、
七
祐
佐
々
凍

二
割
l
昇
遍
、
八
清
川
闇
竺

竺
瞳
、
丸
薬
叢
芸
割
l
一
き
盛

と
ト
琵
級
よ
り
も
む
し
る
佐
々
木

村
川
、
立
野
と
い
っ
竃
基
ど
r
芸

が
曲
者
で
チ
ャ
ン
ス
・
メ
「
冴
－
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
兇
羽
大
会
で
一
一

塾
軒
芸
二
審
打
二
本
を
食
堂
ハ

捕
縄
鰻
㌍
東

を
と
め
も
ど
し
潅
H
H
中
の
簑
期

待
簸
る
。

○
法
政
こ
高

∇
大
泉
投
手
斑
速
は
さ
は
ぜ
で
な
い

が
、
切
れ
の
よ
い
ド
亘
ッ
プ
と
シ
ュ

ー
ト
を
武
綿
と
し
コ
ン
ト
す
1
ル
も

十
分
。
茜
武
舎
の
窯
三
。
控

は
篭
の
雇
右
腕
の
薯
が

∇
彗
扁
苧
づ
ー
官
で
大
盛
挙

と
の
よ
い
コ
ン
ビ
で
韓
甲
打
を
浴
び

せ
さ
せ
な
い
。

∇
由
野
陣
守
僅
苫
こ
と
い
っ
て
ム

一
品
な
く
、
特
に
業
川
県
下
随
山

と
い
わ
れ
垂
沢
の
堅
実
な
プ

レ
ー
が
光
り
、
】
一
審
二
宮
の
守
備
範

囲
ま
で
カ
バ
J
し
て
い
る
。

∇
外
野
陣
左
か
ら
増
量
、
馨
、
富

と
並
び
、
い
ず
れ
も
し
砂
ん
足
、
強

肩
ぞ
ろ
い
。

∇
打
撃
陣
ト
ッ
プ
吉
沢
と
二
審
焔
第

四
番
大
泉
が
中
心
、
と
も
に
シ
ャ
ー

プ
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
二
番
笥
以

下
ど
こ
か
ら
で
も
打
出
せ
ム
切
れ
目

の
な
沿
線
な
持
っ
て
い
兎
，
毒

を
通
じ
て
の
チ
ー
ム
打
率
は
二
割
や

舟
七
喝
攻
寄
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
、
綴
習
を
よ
～
盛
ん
で
い
る
の
で

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
。
都
会
千
・

ム
ら
し
い
洗
探
さ
れ
た
プ
レ
ー
を
み

せ
る
。

肇
チ
・
ム
の
メ
ン
バ
ー
つ
官
の
と
お

り
○

葛
儲
瀾

【
村
出
鼻

投
捕
〓
三
通
窒
禄
ク
ク
ク
ク

3
重
量
2
3
3
q
y
t
3
（
∂

珊
轄
認
掛
誰
矧
醒

班

．

■

　

　

　

‥

．

‥

．

鹿

は
諺
喝
惑
炉
鮎
諾
齢

投
捕
二
三
適
吉
宗
橋
ク
ク
ク
ク
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‾高校、野球
きょ●う開

【
甲
子
乱
に
て
本
社
七
着
派
貴
覧
】
ま
要
衝
千
書
手
蒜
か
ら
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
た

塁
霞
呈
重
な
旦
重
義
区
代
表
チ
「
ム
が
本
簑
露
の
王
曇
三
十

書
跡
好
漁
遜
嘉
大
会
は
、
き
よ
ヱ
・
日
甲
壷
で
花
火
レ
畠
幕
、
八
日
間
に

わ
た
る
熱
戦
号
あ
ひ
る
げ
る
。
大
金
の
花
と
も
い
う
べ
き
的
金
蔭
、
定
刻
午
前
十
時
打
上
げ

花
火
、
腑
毒
害
に
つ
・
マ
フ
ナ
ン
・
フ
ァ
ー
レ
の
吹
雪
倉
因
に
二
十
高
ま
電
場
に
撃

る
。
真
紅
の
大
管
か
診
て
岳
詮
切
る
の
は
叢
等
【
覇
こ
れ
に
神
奈
川
隻
琶

政
二
、
帝
望
代
膏
、
章
つ
づ
き
、
港
内
三
周
し
姦
豪
農
に
】

列
縦
繁
盛
列
、
崇
、
大
会
旗
蓋
、
村
山
大
会
人
糞
の
例
会
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ

た
の
ち
・
鋲
牧
二
要
望
将
の
温
い
宣
奉
告
て
警
官
、
撃
孟
凛
（
山
野

－
ふ
買
（
鞘
担
単
著
に
納
甑
の
火
ぶ
た
を
切
る
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
－
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
l
≡
≡
l
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
l
≡
l
≡
≡
≡
≡
－
三
三
r

決
戦
ひ
が
え
意
気
高
し
謂
湖
・

ぎ
≡
≡
…
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
－
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
芸
事
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
童
巴
≡
≡
≡
－

郷
土
が
ら
激
励
草
の
山

、
両
先
輩
㈹
附
加
も
麗
付
け
：
る

【
甲
子
正
に
て
七
胃
特
派
員
鞄
】
い
よ

い
よ
十
昆
決
陽
の
目
、
わ
れ
ら
の
代

表
重
義
チ
「
ム
が
申
子
凶
の
腺
鯛
で

包
最
を
如
拝
す
る
日
だ
。
善
政

こ
高
に
た
い
し
て
力
い
っ
ぱ
い
の
蛍
火

た
薬
品
持
売
る
九
日
、
萱

の
約
日
に
は
轟
毒
害
を
は
じ

め
応
援
欝
二
面
の
大
ノ
ポ
リ
苦
っ

て
米
収
、
ま
た
対
阪
急
融
の
ナ
イ
タ
し

の
た
め
下
阪
し
た
出
ナ
、
小
武
万
逸
事

な
ど
が
救
助
に
あ
ら
わ
れ
た
少
、
政
敵

能
筆
一
二
、
四
左
舞
い
こ
ん
だ
少
、

し
だ
い
に
盛
や
あ
が
る
大
金
芽
に
各

ナ
イ
ン
の
士
竃
さ
れ
る
。
産

の
樹
愚
い
よ
い
よ
琴
ヽ
決
戦
の
宴
い

さ
こ
い
と
ま
っ
て
い
た
こ
の
日
垂
手

の
表
情
を
拾
っ
て
み
る
と

？
・
八
日
朝
日
会
館
の
茶
静
会
で
梗

れ
て
寧
し
い
た
の
を
九
脂
ご
ろ
加
筆

し
た
の
は
激
励
轟
蒜
の
山
、
出
島

喪
長
の
【
毒
神
毒
せ
よ

】
や
r
Z
ガ
る
こ
と
な
く
ズ
ク
を
逃

が
さ
茅
ロ
ッ
ト
し
て
慈
巴
と

い
一
重
諸
議
の
お
く
に
な
苦

の
戴
報
に
各
ナ
イ
ン
真
か
せ
る

そ
の
う
ち
三
蘭
の
犬
ノ
ボ
旦
孟
芳

て
鎌
田
奮
罵
以
下
密
筒
が
到

着
．

〇
…
午
前
十
締
十
分
か
ら
二
十
分
ま

で
の
十
分
監
拶
夢
ブ
ウ

ン
ド
で
の
足
な
ら
レ
を
し
た
の
ち
、

薄
く
の
浜
脇
か
単
故
で
一
膳
空
谷

の
仕
上
げ
な
行
ち
奥
羽
大
会
で
当

専
聖
y
ソ
・
ス

少のとまっていた田中、田口、

村川投手きるカふノ、ド牒

霊を哲幕カと打ちあげると

…村コーチも安心した幕。

？；誓終って引上げた合宿

に＃海の門子準苧蜜芸かまえ

ていた。九日か義範場

での蜜三歳のあいまをぬ

って塾の激励にきたわけ．『

おれたちがこられなかった申子

朗にきたのだからガン張れ三

といえ穂川省rガン張ります

j串と眉章竃▼ミ

？由階から大金に備えて入湯

式蓋習が行われたが、大

畠罫も上げ椚、はるばるかけ

つけた蔓愚の樋u盛岡

l雇長、二十鉾等教

長麗真き署等賢てい

たという旭私産業社長の谷口百

出民が鶉わ勃うっぎに戸島先

、生に奴え・られた鑑．火水聖市請

病因紘四郎民社1

．′盲かけつけ思

わ
ぬ
と
こ
ろ
で
憲
史
考
く
り

ひ
あ
け
る
管
み
ら
れ
た
．

？
・
掌
粗
会
を
塔
レ
め
各
会
社
か

ら
お
く
ら
れ
た
ス
イ
カ
、
サ
イ
ダ
ー
、

ジ
ュ
ー
ス
を
た
い
ら
打
て
い
る
う
ち
に

夕
方
、
宿
の
心
す
く
し
の
テ
キ
、
カ
ツ

を
た
い
，
伊
、
夕
方
顔
畳
た
か
武

方
に
激
励
さ
れ
、
川
村
コ
ー
チ
か
，
綴

後
の
作
戦
指
導
を
う
打
た
の
も
、
愛
用

l

■

を

l
．

1

　

1

′

　

　

ユ

　

＼

　

　

‘

．

、

．

；

　

：

l

の
グ
ロ
ー
タ
や
ス
パ
イ
ク
窯
学
芸

■
＜
垂
入
れ
し
て
各
ナ
イ
ン
は
第
l
戦
勝

蔓
社
が
包
丁
後
九
罷
り
に
入

った。
宙
を
風
塵
監
警
告
虫
忘

篭
、
三
塁
面
の
大

・
重
度
芯
に
各
方
面
か
ら
か
け
つ

け
昏
柑
昏
野
合
五
千
人
が
一
一
堕

例
に
ま
と
首
黒
撞
す
る
撃
。
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稟轟垂妄垂三重を面竜
野＼

甲子園原意・初陣の殊動
買
手
凶
に
て
不
五
七
官
紀
派
蔓
】
本
年
L
画
秋
野
頼
む
‥
土
出
・
せ
噂
几
す
る
蟹
芋
七
山
圭
幽
和
秋
野
抽
出
串
机
大
会
は
十
日
聖
丁
園
厩
頭
に
花
火
し
く
的
鵜

椚
出
場
の
奥
羽
代
北
竜
中
潮
は
神
祭
川
代
衷
法
政
二
碧
畳
火
降
し
緒
戦
を
飾
る
嘉
買
主
畳
て
た
。
第
二
試
合
草
席
料
法
政
二
高
取
は
年
給
一
陣
二
十
分

閃
姐
、
平
か
り
か
ら
‥
村
平
均
り
ち
気
に
聖
袋
の
碑
打
戦
法
が
鬼
奉
加
を
辞
し
て
先
取
緒
点
富
の
に
し
て
か
皇
ナ
イ
ン
の
悪
気
い
や
が
上
に
も
熔
九
J

l
扇
に
責
、
五
恒
l
に
最
上
＝
舅
に
加
巧
l
刀
村
川
む
好
投
と
バ
ッ
ク
の
好
守
も
■
“
針
山
っ
．
．
し
法
政
〓
商
の
猛
追
莞
見
邸
ふ
り
切
っ
∵
空
戦
を
飾
っ
た
。

法
政
ニ
0
0
0
　
0
0
0
　
0
0
0

岩
手
高
－
0
－
0
－
0
　
0
0
A

〓
望
　
（
獣
歌
）
苔
沢
三
振
、
識

里
端
、
鵬
恵
投
ゴ
ロ
で
三
者
凡
退
（

岩
敦
賀
因
蛛
〓
琴
名
久
♯
堤

毒
真
申
は
入
場
式

竜
は
プ
ラ
カ
ー

ド
を
も
っ
て
堂
々
入

閣
の
岩
手
高
校
チ
ー

ム
日
日
鑓
送
〕

で
卑
＼
観
て
〓
量
の
チ
ャ
ン
ス
、
田

口
投
射
バ
ン
小
を
投
串
の
蚕
で
満
塁

即
申
中
飛
輌
打
で
枚
蟹
琴
華
先

の
よ
い
1
両
等
あ
ぐ
。
小
異
中
門
沢

野
遮
飛
（
法
規
0
、
山
霊
1
）

【
二
凶
】
　
（
祉
旋
）
大
撃
ヨ
ロ
、
苫

遊
ゴ
ロ
、
秋
沢
l
症
で
三
省
凡
退
（
岩

手
）
佐
々
木
紺
飛
、
村
川
宗
彗
平
野

≡
批
（
問
畢
0
）

【
三
回
】
　
（
法
埜
二
賀
ヨ
ロ
、
根

岸
四
托
、
照
県
〓
飛
、
古
沢
遊
ゴ
ロ

（
山
霊
も
板
垣
左
前
婁
打
、
名
久
林
野

選
で
生
首
こ
、
二
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎

え
る
。
田
口
〓
愚
ゴ
ロ
で
枚
攣
覇
、

出
中
村
削
安
打
で
一
死
満
駅
、
こ
の
と

き
小
鬼
中
川
飛
で
名
久
重
窟
l
鰯
を

即
入
る
。
択
聖
二
．
は
（
渾
蚊
0
、
質
γ

l
）【

四
回
】
（
を
）
二
善
投
ゴ
ロ

熊
倉
二
転
、
次
打
者
大
尉
l
、
l
藍
間

の
安
打
第
第
ハ
野
几
プ
レ
ー
で
後
逸

大
損
そ
む
閲
に
三
塁
に
遵
す
る
記
録
上

彗
畠
打
。
し
か
し
好
投
の
村
川
五
塙

貫
竺
寂
に
ー
之
痘
鼠
算
ピ
ン
チ
を

脱
す
壷
ナ
）
転
々
杢
遜
聞
敦
打
、

村
川
迩
ゴ
ロ
で
六
1
四
1
三
と
俳
粍
二

死
、
平
野
三
豊
韮
ゴ
ロ
、
二
宮
の
好

守
に
阻
ま
る
。
（
両
軍
0
）

【
五
回
】
（
巷
）
秋
沢
む
飛
、
二
宮

左
前
激
打
、
根
岸
ヒ
ッ
ト
・
エ
ン
ド
ラ

ン
を
敢
行
し
た
が
一
考
コ
ロ
で
i
亮
、

し
か
し
二
宮
は
二
進
。
朋
中
の
産
を

ね
ら
っ
て
壌
挿
三
露
を
試
み
た
が
刺
絞

有
半
）
一
番
桓
筆
箱
扁
ギ
〃
ギ
〃

の
二
巴
打
、
名
久
井
有
飛
、
酎
u
大
損

の
カ
ー
ソ
に
三
振
、
当
り
塵
朗
申
左
越

ヮ
ン
・
バ
ン
ド
壷
冊
に
入
る
大
二

塁
打
な
放
ち
故
知
‥
避
1
宝
蓮
根

続
く
小
題
ゴ
£
凝
っ
た
が
リ
ー
ド

の
大
き
い
田
中
は
三
塁
心
算
－
パ
ー
●

一
q
一
ノ
一
】
U
レ
＝
ロ
．
円
，
抗
≡
岩
山
ろ
1
オ
ー
一
′
－
●

ラ
ン
し
て
三
、
本
掛
に
釈
綬
さ
る
。
（

敢
政
0
、
話
手
1
）

【
六
回
】
（
藍
埜
三
ゴ
ロ
の
捏
弓

板
垣
の
失
免
で
出
挙
レ
た
が
㌫
賢
ね

ら
っ
て
平
野
に
刺
さ
る
。
筈
沢
申
舶
安

打
、
㍍
箇
左
加
数
打
で
完
、
巷
三

二
塁
の
好
機
、
し
か
し
砦
一
邪
飛
で

l
死
、
次
打
者
大
葬
巣
に
大
き
い
当

り
を
示
し
た
が
、
む
飛
沢
野
紗
起
し
て

好
捕
、
責
に
山
瑞
軒
旭
横
を
舶
す
。

（
仙
村
中
）
沢
野
、
佐
々
木
い
ず
れ
も
が

鞘
で
l
死
、
村
川
死
斑
、
叩
野
三
ゴ
ロ

（
両
革
0
）

【
七
回
】
　
（
豪
富
二
飛
、
秋
沢
三

塁
解
損
の
失
策
で
出
鼻
し
た
が
、
二
宮

の
ド
ラ
ッ
ク
・
バ
ン
小
で
〓
就
、
二
宮
一

塁
義
さ
る
鋸
に
三
広
告
狙
っ
て
剃

さ
る
、
併
機
材
川
の
好
投
ま
す
ま
す
ん

F

　

，

．

ヽ

′

　

ヽ

l

■

三

一

′

　

．

，

l

 

l

■

■

r

ヽ

一

】

t

一

ヽ

－

く

）

　

¶

冴
え
る
（
宕
彗
当
り
臨
板
垣
大
苑
の

カ
ー
プ
に
微
妙
て
の
一
痘
普
喫
す
。
名

久
井
盲
飛
、
田
u
三
振
（
両
軍
0
）

【
八
回
】
　
蜜
由
恕
荒
島
、
撃

と
交
代
、
接
岸
三
ゴ
ロ
、
照
屋
〓
ゴ
ロ

吉
沢
三
遊
間
を
突
く
ゴ
ロ
お
茶
宛
ハ
ン

ブ
ル
す
る
閲
に
一
塁
セ
ー
フ
、
記
録
上

は
安
打
、
し
か
し
好
牧
轟
け
る
相
川

は
熊
食
聖
二
涙
に
打
蹴
り
交
代
（
岩

手
）
田
中
左
飛
、
小
鬼
四
球
で
出
た
が

二
広
成
功
、
沢
野
外
角
の
ド
ロ
ッ
プ
に

三
振
、
続
く
佐
々
歳
も
見
逃
し
の
三

振
（
面
革
0
）

【
九
回
】
　
（
蓮
相
川
の
好
投
に
3

…
0
♪
y
I
ド
さ
れ
た
軋
政
甥
後
の
攻
■

璧
熊
簿
振
っ
た
新
出
題
ゴ
ロ
、
大
“

膏
三
月
、
賢
遠
ゴ
ロ
。
　
　
仏

哀
禦
蓮
盟
の
吠
嚢
に
合
わ
せ
、
わ

田
中
主
将
先
蔚

【
甲
子
園
に
て
本
社
七
宮
特
派
員
発
】

印
字
由
の
州
薩
少
し
建
っ
て
い
る
が
、

平
射
十
陣
営
草
を
臓
み
し
め
箸
人
の
群

像
が
盟
火
入
場
し
て
く
る
。
髄
響

持
っ
た
削
争
蕾
の
史
別
商
商
菅
先

頭
に
二
背
に
き
ょ
う
の
大
敵
神
奈
川

代
表
法
政
二
高
が
続
い
て
く
る
。
関
西

机
等
の
監
事
摘
校
ナ
イ
ン
十
六
名
が
入

場
し
て
き
た
。
こ
の
と
碧
内
野
三
坦
ス

タ
ン
ド
に
膵
取
っ
た
郷
土
草
か
ら
わ

ぜ
呂
さ
応
蛭
に
は
せ
参
じ
た
母
校
応
援

団
や
関
西
在
住
県
人
的
〓
育
毛
か
買

手
ガ
ン
バ
レ
』
の
声
捜
と
拍
黎
な
送
っ

た
。こ

の
な
か
か
田
中
主
将
が
螢
入
会

健
勝
聖
右
手
に
か
年
＼
握
り
し
め

続
い
て
利
川
、
小
窄
出
口
各
越
中

が
三
列
に
弛
ん
で
剋
む
。
だ
れ
も
が

こ
の
感
慨
に
は
ゝ
を
出
く
こ
わ
ば
ら

せ
、
ス
パ
イ
ク
で
一
歩
一
歩
固
く
白

組
ま
ば
ゆ
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
警

し
め
る
。
九
万
の
大
観
死
の
激
励
に

包
ま
れ
て
撃
ナ
高
校
蛍
火
の
入
場
ぶ

り
だ
。
大
金
宰
誓
嬰
い
さ
つ

の
問
甲
嵩
ナ
イ
ン
は
号
よ
う
の
試

合
鉦
巌
〓
腐
戦
に
必
勝
の
気
は
く
な

み
な
ぜ
、
雀
て
い
た
。

望【若手蔦】打玄失三四怯盗戯【法政ニガ丁安タ二三四柾狙設
三
塁
打
　
大
泉
▽
二
塁
打

2

1

一

1

0

0

0

0

0

1

0

0
0
n
X
U
O
O
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O
0
1
0

1
1
1
0
0
1
1
0
0
0

2
0
0
0
1
0
0
0
0
0

2
1
n
X
U
1
0
0
1
0
0

4
4
3
1
4
4
3
3
2
3

沢
出
食
軌
永
沢
富
岸
崖

軍

需
坂
無
倣
穴
秋
二
根
照

6
4
8
8
1
9
3
5
2
7

315351005こ汁

0

1

2

1

1

0

0

1

0

川

6

1
0
0
0
1
0
0
0
0

0
0
0
1
1
0
0
0
0

1
1
0
0
1
0
0
1
0

1
0
2
0
0
2
1
「
⊥
1

2
0
0
0
0
0
0
0
0

2
0
0
2
0
0
1
0
0

3
2
3
3
2
4
4
2
3

桓
升
目
申
昇
野
元
川
野

久

　

　

　

々

板
名
田
出
小
沢
佐
刹
宰

5
3
8
2
6
9
7
1
4

2ウ
】

482562計

田
中
▽
併
親
猷
軟
1
、
貴
か
l

▽
試
合
仲
間
　
1
相
聞
3
2
分
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∴∴ノ　∴醜く如上

【
甲
子
園
に
て
七
宮
本
社
特
派
員
発
】

う
…
試
合
前
心
配
さ
れ
て
い
た
胃
帯
応

技
巧
試
合
当
日
鈍
出
応
援
団
せ
が
は

る
は
る
過
ん
で
き
た
市
さ
三
間
の
r
若

手
褒
』
と
六
番
し
た
大
の
ほ
幻
を
南

商
と
三
塁
側
に
打
ち
立
て
た
と
こ
ろ
、

た
ち
ま
ち
そ
の
凶
り
に
関
西
任
住
鉱
人

が
壇
ま
っ
て
百
人
ぐ
ら
い
の
蛙
住
田
が

埋
彗
ラ
サ
工
業
が
埴
碗
し
て
い
た
ク

チ
ヮ
、
顎
茎
数
し
、
ウ
チ
ヮ
を
撮
っ

た
り
笛
を
鴨
ら
し
た
り
の
大
応
捜
。
盛

岡
か
ら
か
け
つ
け
た
樋
口
盛
聞
一
高
．
以

長
や
、
盛
岡
の
佐
々
木
、
栃
杓
民
ら
が

手
足
を
振
っ
て
の
大
応
扱
。

○
…
克
ッ
ト
長
の
記
者
団
の
観
測
は

だ
れ
も
が
宕
車
が
何
点
再
ま
で
追
い

詰
め
る
か
な
と
い
っ
て
い
た
が
、
一

回
表
か
ら
村
川
投
手
が
法
政
の
ー
應

打
莞
口
沢
を
準
＼
二
癌
に
打
取
っ
た

こ
ろ
か
ら
紀
省
間
も
首
を
か
し
げ
始

め
、
そ
の
運
右
手
が
一
点
を
先
取
す

る
と
『
お
や
、
お
や
』
と
い
ろ
表
情

に
な
っ
た
が
、
三
呵
五
回
と
点
を

塩
ぬ
る
の
で
『
岩
霞
強
い
．
投
手

も
う
ま
い
し
よ
く
打
つ
J
と
急
に
宕

串
を
は
め
出
し
た
が
、
3
A
…
○
と

着
手
の
勝
利
に
豊
川
通
の
記
者
団
も

i
指
事
の
強
さ
に
感
嘆
し
て
小
た
。

○
…
密
事
の
得
点
は
】
回
、
≡
回
、
五

回
と
必
藍
か
ら
始
ま
る
の
で
、
六

回
媒
村
川
が
デ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
で
出
畠

坪
野
が
バ
ッ
タ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ

と
r
こ
れ
が
打
つ
と
次
は
幕
入
ら
な

い
】
と
平
野
に
『
打
つ
な
、
打
つ
藍

壷
席
か
畠
田
が
か
か
る
。

○
…
大
国
濱
が
法
政
の
唯
一
の
チ
†

ン
ス
だ
っ
た
が
、
完
璧
巌
、
商

田
と
適
緑
安
打
、
】
亮
の
後
四
番
の

大
泉
が
ラ
イ
ト
に
大
飛
球
智
上
げ
た

が
、
ラ
イ
ト
沢
好
は
後
転
に
後
転
を

し
て
こ
の
難
球
を
鬼
覇
取
っ
た
の
は

殊
勲
だ
っ
た
．

二
回
戦
1
3
日
の
抽
選
で

岩
垂
嘩
初
陣
な
が
ら
紡
戦
富
の
に
し
二
血
戦
へ
進
町
1
．
若
草
靖
云
雀
リ
ー
ド
し
て
九
凶
を
迎
え
、
法
政
二
死
後
、
宮
の
壷

は
遊
ゴ
ロ
と
な
っ
て
こ
の
導
運
の
ウ
三
ン
グ
ボ
ー
ル
が
一
撃
言
久
井
の
ミ
ッ
ト
に
は
っ
し
と
瀧
さ
ま
幻
r
ゲ
ー
ム
・
セ
ッ
ト
』
の
サ

イ
レ
ン
が
マ
イ
ク
寺
嶋
じ
て
鳴
り
わ
た
る
や
〝
勝
っ
た
勝
っ
た
″
Q
歓
声
が
チ
マ
タ
に
流
れ
る
。
ま
っ
た
く
鳩
肋
の
一
瞬
で
あ
る
。
遂
に

抑
陣
の
岩
手
帯
が
簑
法
些
高
を
3
A
…
・
0
壷
人
と
シ
ャ
ツ
ト
・
ア
ワ
ト
1
し
て
緒
戦
を
飾
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
か
つ
て
昭
利
二
十
二

年
粗
相
高
校
が
罠
訳
の
谷
村
鷲
竺
回
戦
で
敬
っ
て
以
来
こ
の
か
た
甲
子
園
の
ヒ
ノ
キ
搾
台
で
本
県
チ
ー
ム
が
〓
回
戦
へ
進
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
ん
と
は
去
乳
沸
八
年
ぷ
幻
蓋
っ
て
簸
豊
た
ひ
と
し
お
言
っ
た
。
以
下
盟
孝
号
の
話
－
。

県
野
球
協
会
要
事
長
沢
正
夫
氏
の

指
　
膵
つ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、

善
戦
は
信
じ
て
い
た
。
が
っ
ち
り
し

た
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
が
唯
一
の
故
み

で
、
整
川
の
絶
妙
の
好
投
と
上
位
打

順
の
健
闘
が
勝
利
の
原
動
力
だ
ろ

う
。
侮
雪
組
顔
の
チ
ー
ム
は
先
取

得
草
ル
」
調
わ
れ
れ
ば
楷
神
約
に
大
き

な
打
蝶
塞
け
る
の
が
＝
岨
閏
で
、
】

回
一
点
を
あ
げ
た
陣
は
『
勝
て
る
】

と
思
っ
た
が
、
こ
の
闘
誓
忘
れ
ず

二
回
戦
も
敵
側
し
て
も
ら
い
た
い
。

宕
高
野
球
部
後
匙
会
長
村
井
室
二
氏
の

話
　
じ
っ
と
し
て
お
ら
れ
す
試
合
の
始

ま
る
少
し
鮒
か
ら
学
校
に
で
か
け
て

き
た
。
山
国
…
光
政
点
を
得
た
と
き

は
、
こ
れ
な
ら
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま

で
や
る
ぞ
と
思
っ
た
が
、
三
塁
打
を

打
た
れ
た
と
き
は
ぞ
り
な
る
か
と
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
し
た
．
英
は
昨
夜
も
西
宮
の

宿
舎
と
地
帯
レ
た
の
だ
が
、
皆
元
気

先取点あげた瞬間一回裏岩手高電死満塁のとき
田中犠飛で三塁走者板垣本塁に・飛びこんでセーフ先取点

をあげる○○勝って応珠団の激励を受けるナインE竃送

と
の
こ
と
で
や
る
だ
け
の
こ
と
は
や

る
に
逮
い
な
い
畠
も
あ
っ
た
。
．

な
お
〓
回
戦
は
五
日
目
十
四
日
か
ら
打

わ
れ
る
が
、
択
合
せ
は
十
三
日
の
兼
一

試
合
終
了
後
抽
選
で
決
定
さ
れ
る
．

技
量
よ
り
度
胸
の
差

【
戦
鮮
】
低
調
な
盛
口
で
、
授
産
よ
幻

も
度
胸
の
弟
が
望
丁
に
勝
利
を
も
た
ら

し
た
。
置
寿
川
は
五
尺
八
寸
の
長
身

に
し
て
は
ス
ピ
ー
ド
を
欠
い
て
い
た
が

プ
レ
ー
ト
度
胸
や
左
腕
か
ら
の
シ
ュ
ー

ト
、
カ
ー
ブ
を
う
ま
く
配
合
し
て
危
気

な
く
耽
巌
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
。
諭

こ
れ
に
た
い
し
て
法
政
の
大
岸
千

回
や
や
あ
が
皇
孫
で
無
死
か
ら
二
品

四
球
を
出
し
パ
ン
ト
処
理
に
も
失
敗
‥

し
て
自
ら
ピ
ン
チ
を
招
い
た
。
若
草

は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
外
野
賊
飛
で
も

の
に
し
、
．
三
匝

l
に
は
板
垣
の
安
打
と

野
襲
富
と
出
中
が
ぶ
へ
テ
キ
サ
ス

し
、
五
回
に
は
供
姐
、
田
中
が
長
打

し
て
名
言
雀
追
加
、
早
く
も
大
勢

を
決
め
た
。
法
政
は
】
体
に
繹
足
カ
ニ

っ
て
守
備
の
斬
さ
が
琴
＼
蔓
佃

で
も
輌
彩
が
な
か
っ
た
。

次貫に続く



前貢からの続き

ク
調
子
が
艮
か
っ
た
〟

五
安
打
に
封
じ
た
相
川
署
の
談

【
甲
子
園
に
て
本
社
七
賓
特
派
員
弾
】

放
旭
あ
こ
が
れ
の
甲
子
園
厳
朗
で
奥
羽

の
代
重
石
商
チ
ー
ム
は
空
戦
を
整
火

3
A
…
心
と
芳
田
に
法
政
〓
帯
を
降

し
初
出
場
の
第
】
戦
を
飾
っ
た
が
、
村

川
の
好
投
、
板
垣
、
田
中
の
健
棒
、
沢

野
の
好
守
な
ど
名
う
て
の
都
会
チ
ー
ム

法
政
〓
商
に
乗
ず
る
す
き
も
与
え
ず
全

く
一
方
的
に
押
し
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

ズ
ク
を
抜
か
夏
ロ
ッ
と
し
て
機
敏

な
際
政
を
破
っ
た
勝
負
だ
っ
た
．
強
打

藩
等
五
安
打
に
封
じ
た
こ
の
日
の
村

川
投
手
は

き
ょ
う
ば
体
が
や
わ
ら
か
く
ア
ウ
下

コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
低
目

轟
げ
た
の
が
よ
く
き
ま
り
ま
し
た

馬
‥
築
少
な
く
掛
り
、
戸
島
鷲
は

休
礎
を
取
ら
せ
る
こ
ト
か
大
切
だ
と

思
っ
て
目
盛
愚
だ
っ
た
が
、
崖
徒
の
【

外
出
を
熱
止
し
て
休
錐
さ
せ
た
の
が

良
か
っ
た
の
だ
。

と
袷
少
、
川
村
コ
ー
チ
も

産
の
バ
ッ
タ
ー
は
膝
が
諭
そ
う
た

っ
た
か
ら
、
村
川
に
コ
ー
⊥
1
を
つ

か
せ
た
欝
患
っ
た
こ
と
と
、
よ

く
打
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

と
膵
撃
語
っ
て
い
る
が
、
結
宿
望

l回
覧
風
肌
匿
商

也
卸
所
潜
瑚

球
で
】
点
亮
取
し
た
ま
ま
絡
藩
の
打

棒
を
ふ
る
っ
て
押
し
ま
く
っ
た
わ
け
．

乍
ず
し
て
万
歳
絹
附

雰
撃
…
・
″
午
撃
垂
芋
四
分
着

手
藩
政
が
法
些
高
な
破
っ
た
そ
の
瞬

間
期
せ
ず
し
て
盛
附
市
政
即
の
挙
帯

揆
校
長
室
で
宗
肌
放
送
に
聞
弄
っ
て

い
た
村
井
野
撼
部
後
授
会
長
初
め
整

合
相
中
の
ラ
グ
ビ
ー
部
良
の
間
か
ら
過

る
。
感
激
の
一
瞬
。
〝
よ
く
や
っ
た
、

よ
く
や
っ
た
″
ラ
ジ
オ
に
か
じ
り
つ
い

て
い
た
全
員
、
雷
あ
が
っ
て
万
歳

を
的
ぶ
。
自
宅
で
ラ
ジ
オ
に
聞
き
い
っ

頓捕那曙の勝利にわく岩手高防三前列左から＝人目が山
中校畏0相川投手零】長の万讃

て
い
た
出
芯
賞
も
勝
利
の
笠
喜

と
に
学
校
に
か
け
つ
け
、
ヒ
ッ
音
度

し
に
か
か
っ
て
く
る
祝
い
の
語
の
応

籍
に
▼
″
さ
っ
義
を
う
ち
ま
し
た

亨
と
満
面
啓
を
た
た
え
て
い
た
。

山
中
校
長
は
〝
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
″
と
感
激
を
こ
め
て
次
の
よ
う
に
諮

った。愉
快
で
す
．
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
の
よ
う
な
大
観
舵
に
囲
ま
れ

な
が
ら
あ
が
り
も
せ
ま
自
己
の
ベ
ー

ス
を
保
ち
、
終
始
董
ら
し
い
プ
レ

轟
て
く
れ
た
こ
と
は
、
日
常

着
で
つ
ち
か
わ
れ
た
団
階
カ
と
ゆ

と
り
の
あ
る
精
神
力
に
よ
書
の
で

し
ょ
ー
ろ

『
こ
ん
な
に
立
通

に
膠
つ
と
は
…
・
』

喜
び
の
村
川
君
宅

村
川
投
手
の
吋
巌
さ
ん
（
葺
は
鼻
十
の

折
れ
の
更
答
を
応
捜
し
よ
う
と
八
日
の

夜
行
で
甲
子
園
に
暴
け
し
た
が
、
十
日

は
母
ウ
メ
さ
ん
ハ
ズ
￥
は
じ
め
家
族
五

人
が
近
所
の
人
た
ち
と
孟
夏
に
し
が

み
つ
く
よ
う
に
し
で
毅
打
に
】
首
妄

す
る
と
い
壷
が
み
ら
れ
た
．
午
後

三
時
二
十
四
分
、
勝
利
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
わ
た
っ
た
と
き
は
期
せ
ず
も
て
バ

ン
ザ
イ
の
声
が
慮
り
、
塞
た
ち
は
、

響
毒
し
か
け
る
訪
問
客
の
応
寮
に
忙

し
く
、
灯
熟
し
た
顔
で
祝
辞
に
こ
た
え

て
い
た
．
母
ウ
メ
さ
ん
は
・

勝
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
防
雪
て

い
た
が
、
こ
ん
な
に
立
派
に
膵
つ
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
勝
利
が
決

ま
っ
た
と
巷
は
な
ん
と
も
い
え
ぬ
帯

び
で
】
ば
い
で
し
た
。
次
の
チ
ー
ム

と
も
思
い
切
り
戦
う
よ
う
祈
っ
て
い

ま
す
。

と
誇
っ
て
い
た
。

ク
勝
利
の
夜
〟
の
ナ
イ
ン

辞
か
な
宕
高
宿
舎
の
ひ
と
と
き

【
大
阪
に
て
本
社
七
宮
特
派
員
発
】
初
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日
－
広
些
高
を
降
し
た
串
向
ナ
イ
ン
は

甲
子
囲
グ
ラ
ウ
ン
ド
骨
畠
置
ぐ
に
合

宿
短
少
、
プ
ロ
に
入
り
汗
を
流
し
て

い
る
う
ち
に
盛
．
上
帯
は
じ
め
一
関
一

帯
、
一
戸
講
な
ど
か
ら
と
ん
と
ん
祝
範

が
入
っ
て
き
て
た
ち
ま
ち
四
十
喧
ぐ
ら

い
の
山
。
そ
の
う
ち
盛
岡
の
村
井
後
挫

会
境
か
ら
褐
給
で
祝
辞
が
届
き
．
、
電
報

は
選
辛
連
に
も
村
川
著
に
四
通
、
小
泉

君
に
三
通
、
名
久
井
君
に
三
通
な
ど
と

各
ナ
イ
ン
に
も
れ
な
く
芽
メ
デ
ト
之

の
祝
範
が
狩
仏
ん
で
く
る
。

そ
の
殊
勲
Q
挙
手
連
は
シ
ャ
ツ
ひ
と

つ
で
寝
こ
ろ
ん
で
い
た
か
r
疲
れ
た

カ
イ
』
と
嬰
ほ
貫
け
た
ら
披
れ

・
た
争
っ
が
負
け
な
か
っ
た
か
急
ま

わ
渡
れ
な
い
し
と
元
気
な
表
情
で
、

芦
向
の
軌
き
み
巻
い
た
甲
子
園
特
損

号
の
本
紙
粉
見
た
り
打
出
者
と
小
泉

君
と
は
碁
臼
を
打
っ
て
み
た
少
、
い

か
に
も
勝
っ
て
お
ご
ら
ぬ
芦
争
議
ナ

イ
ン
だ
っ
た
。
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【
甲
子
闇
に
嘉
社
七
富
特
派
員
弁
】
初
陣
墓
学
園
の
第
－
戦

鴨
宮
A
対
0
と
章
二
誓
言
か
に
シ
ャ
ツ
ト
・
ア
ウ
ト
し
た
。

甲
宇
鱒
ネ
ッ
ト
慕
品
看
畢
庶
『
薫
芸
せ
だ
】
聾
と
の
声
も
聞
か

れ
る
ほ
重
荷
の
活
路
ぶ
り
は
め
き
ま
し
か
っ
た
．
こ
の
霞
何
だ
っ

ま
う
か
．
勝
利
の
硬
、
健
畔
し
た
右
裾
ナ
イ
ン
に
そ
の
戦
い
の
あ
と
を
ふ

泉
等
て
も
ら
っ
た
．

■
H
W
－
－
け
薫
　
司
会
き
ょ
う
は
」
致
軍
刀
、
そ
れ
も
九
人
だ
け
で
な
く

監鑑芯淵諾．Ⅲ鼎
甲子園宿舎で座談会と

う
も
叶
衆
な
勝
利

で
お
め
で
と
う
。
勝
因
に
つ
て
い
‥
H

鴨
さ
ん
か
ら
…
－

戸
鴨
宮
藍
静
邑
　
新
開
そ
の

他
の
資
料
で
柏
事
の
カ
を
研
究
し
て
い

た
こ
と
と
、
チ
ー
A
の
芽
が
県
大
会

奥
羽
大
会
そ
の
ま
ま
で
、
各
ナ
イ
ン
が

出
場
し
な
い
豊
も
そ
れ
克
っ
た
し
、

宿
舎
の
人
も
親
身
に
な
っ
て
世
顔
を
し

て
く
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
間
組
の
舞

が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。

川
村
室
嵩
コ
ー
己
活
些
高
は
緑

の
細
い
チ
ー
ム
だ
と
思
っ
て
い
た
。
こ

ち
ら
は
太
く
や
る
と
い
う
の
が
ネ
ア
イ だ

っ
た
。
膵
因
は
や
蔓
亜
芙

会
、
奥
羽
天
余
と
固
レ
去
ノ
恵
ゆ
っ
た

り
し
た
要
・
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に

撃
が
つ
ね
に
ト
ッ
プ
・
バ
ッ
タ
ー
を

う
ち
と
っ
て
く
整
こ
と
．
守
備
の
万

に
も
好
事
、
掌
の
足
の
か
く

免
坂
に
も
や
・
尻
な
か
っ
た
。
敵
の

バ
ン
ト
に
た
い
し
て
も
】
岳
か
堂

島
、
一
畳
か
金
一
一
基
轟
の
肝
と
同

じ
に
や
れ
た
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
上
位

打
者
が
よ
／
蘇
っ
て
く
れ
た
。

司
会
村
川
若
き
ょ
う
の
準
ナ
は
ど

う
で
し
た
。

村
川
寝
争
）
　
い
つ
も
♪
変
り
な
か

と
も
な
く
い
つ
も
曾
笥
産
気
符
だ
っ

た
が
、
出
具
し
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
ー司

会
あ
の
同
蕪
苑
琳
亀
で
田
中
若

草
あ
っ
た
が
、
占
ん
聾

し
た
。

田
中
な
ん
で
も
よ
い
か
ら
大
き
く
打

ち
た
か
っ
た
。
差
真
申
の
球
だ

っ
た
が
、
バ
ッ
ト
の
上
の
万
に
当
っ
た

の
¶
亡
ま
っ
た
と
思
っ
た
が
、
案
外
大

き
く
な
っ
て
ゝ
参
っ
た
。

司
会
三
量
著
の
軍
か
ら

哲
ま
っ
た
が
・
…
㌧

誓
蕪
を
左
贅
に
た
た
い
た
が
法

安
井
（
l
曇
ナ
）
　
ボ
ー
ル
が
よ
く

見
え
な
か
っ
た
の
ヨ
一
重
打
に
な
っ
た

の
で
、
鼎
等
君
が
宅
蓮
に
お
れ
押
遣

打
だ
っ
た
．

司
会
川
村
さ
ん
、
腹
帯
に
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
す
か
。

川
村
散
の
投
手
の
立
上
幻
の
盃
胴
に

乗
じ
た
わ
け
だ
。
こ
れ
ま
で
の
着
帯
チ

ー
ム
は
い
つ
も
チ
ャ
ン
ス
富
の
に
し

て
い
る
か
ら
吏
天
だ
と
思
っ
て
い

た
。
ス
ク
イ
ズ
で
も
や
れ
ば
も
っ
と
点

が
入
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
あ
い

垂
に
は
大
き
く
や
っ
た
方
が
よ
い

と
思
い
打
た
せ
た
。

打
易
が
っ
た
大
泉
投
手

発
怒
気
拝
で
戦
っ
た

っ
た
。
た
だ
ベ
ー
ス
が
小
量
へ

す
わ
森
泉
に
な
る
の
下
囲
っ
た
．

寧
甲
余
事
、
主
将
）
　
ベ
ー
ス
は
士

の
色
と
同
じ
だ
っ
た
ナ
．

司
会
各
〟
の
観
衆
が
入
っ
て
い
た

が
妄
フ
な
か
っ
怒
伊
。

小
泉
藩
撃
串
）
　
か
え
っ
て
面
白
か

っ
た
．
沢
山
い
て
み
て
く
れ
る
と
思
う

蕾
が
い
か
あ
っ
た
．

田
中
　
タ
ち
せ
エ
ラ
・
・
し
て
も
知
ら
敦

い
も
の
管
だ
か
皇
ノ
．

司
会
一
回
要
害
が
は
じ
め
て

畳
に
出
た
わ
け
だ
が
。

板
瘡
（
一
一
家
事
）
　
別
に
ダ
ち
い
う
こ

政
二
の
大
慶
事
は
廠
郡
か
ら
打
て
そ

う
な
気
が
し
た
．

司
会
六
畳
替
商
の
ピ
ン
チ
だ

っ
た
解
、
古
賀
の
姦
頚
を
よ
く
と

った．

択
野
看
饗
幹
）
　
た
泥
も
う
夢
中
で

し
た
．

相
川
プ
レ
・
ト
か
え
て
い
た
ら
、

石
の
万
に
ボ
ー
ル
が
切
れ
た
．
も
ら
ダ

メ
零
点
っ
た
が
よ
く
と
つ
て
く
れ
た

司
会
四
同
異
の
法
政
〓
大
泉
君
の

三
重
打
は
。

平
野
（
二
塁
手
）
　
ボ
ー
ル
が
至
見

え
募
っ
た
。

司
会
濠
二
両
は
ど
ん
な
チ
ー
ム

．だった．

輩
　
走
者
が
藍
バ
ン
ト
の
処
理

は
う
ま
か
っ
た
．

田
口
（
墓
事
）
　
天
産
事
は
よ
く

ド
ロ
ッ
轟
て
い
た
が
、
い
い
ド

ロ
ッ
プ
だ
っ
た
．

田
中
　
あ
の
F
p
y
ブ
ば
打
て
る
．
オ

レ
¢
左
翼
秘
九
の
匡
ド
ロ
ッ
プ
で
ベ

ル
ト
の
あ
た
少
に
菅
る
の
を
打
っ
た

小
泉
や
っ
て
い
て
フ
’
イ
ト
の
な
い

チ
ー
ム
だ
っ
た
．

板
垣
試
合
中
ぜ
ん
ぜ
ん
芦
を
出
さ
な

い
．

戸
嶋
　
う
ち
の
チ
ー
ム
は
は
じ
め
て
の

チ
ー
ム
に
は
強
い
が
市
内
の
知
り
あ
っ

た
チ
ー
ム
と
や
る
と
菓
会
い
。

小
泉
い
つ
も
負
け
る
ゝ
恵
っ
．
て
や
っ

て
小
ス
罫
象
え
っ
違
っ
た
の
咤

平
野
予
愚
は
h
芳
一
l
等
見
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
県
予
選
の
時
か

ら
だ
。

田
中
七
分
、
三
分
♪
盲
だ
名
を
つ
け

ら
れ
る
ん
で
…
・
。

町
会
詮
〓
蛛
奥
羽
天
重
苦

の

亨

ム

晶

べ

る

喜

小
泉
花
善
嵩
か
暫
高
位
だ
．

田
口
　
暫
高
位
だ
な
．

戸
疇
　
ダ
フ
ウ
ン
ド
●
マ
ナ
ー
の
良
い

チ
ー
ム
だ
っ
た
。

司
会
日
野
岳
先
島
覧
席
か
ら
み

た
帝
）
、
応
援
の
万
の
棟
字
は
ダ
ち

で
し
た
。

日
野
岳
宮
震
）
　
a
声
高
と
や

っ
た
と
き
よ
り
楽
萱
患

応
援
団
は
一
蒜
ノ
エ
業
の
人
が
雷
名
位
き

て
く
れ
た
し
、
ウ
チ
ヮ
な
ど
の
準
備
が

急
ご
し
ら
九
の
応
援
団
と
し
て
は
大
成

功
で
し
た
．

司
会
で
は
こ
の
辺
で
、
重
曹

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
．

塁
貴
は
左
か
ら
川
村
藍
響
、
相
川
、

板
垣
、
田
口
、
沢
野
、
佐
々
木
、
名
久

井
、
小
泉
、
平
野
、
田
中
の
皇
軍
、

胃
島
部
曇
）



ウ

蓋
・
ク
靡
て
る
と
自
信
満
々
〟

【
甲
高
に
て
七
葦
誓
葬
】
わ
れ
添
袋
掌
要
よ
は
竺
鼠
に
北
四
民
雲
出
鷲
と
敏
す
る

第
五
日
目
の
琴
一
試
合
（
十
四
日
十
二
時
）

護
第
三
日
目
鼻
一
試
合
新
宮
商
対

浪
簡
商
の
黙
戦
の
あ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
た
。
第
】
凶
戦
の
勝
者
禁
商

萎
嵩
、
伊
那
北
商
、
桐
生
高
、
坂
出

商
高
、
日
大
三
帯
、
善
意
と
試
合
鴨

に
な
ら
ぴ
、
彗
蕎
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら

運
命
の
封
筒
を
あ
げ
て
い
っ
た
。
二
番

目
に
室
青
田
中
主
将
が
挙
レ
た
表

壷
嚢
は
抽
選
を
終
え
て
捷
亭
す
る
向

っ
て
◎
坂
出
面
罵
主
将
金
岡
遣
手
と
◎

岩
手
高
主
将
田
中
選
手
皿
甲
子
園
竃

送〕．
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決
定
し
た
。

そ
の
賢
、
田
中
省
に
は
ハ
ッ
壷

倍
の
色
が
み
な
ぎ
り
、
付
そ
い
の
戸

帳
先
生
は
ホ
ッ
と
し
た
表
喝
田
中

君
は
さ
っ
モ
ノ
姦
出
席
商
の
金
岡
君

と
お
互
い
闇
志
を
ひ
め
た
表
情
で
鍵

事
を
か
わ
し
と
も
に
健
醐
嘉
す
。

戸
帳
野
球
部
長
は
『
蟹
、
伊
那
北

罷
、
坂
出
海
商
、
日
大
三
高
の
四
つ

の
う
ち
に
当
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
坂
出
と
は
患
っ
た
】
と
第

】
菅
モ
ノ
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う

表
情
．

坂
出
顔
高
は
弟
二
日
目
西
中
国
代
表
の

岩
国
工
帯
を
4
Å
…
畠
と
接
戦
の
す
え

う
ち
捗
っ
て
第
二
回
戦
に
登
場
し
て
き

た
チ
ー
ム
．
対
署
国
工
商
戦
に
は
安
打

九
を
放
っ
て
お
り
、
そ
の
打
刀
は
侮
れ

な
い
。
岡
崎
1
中
仙
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は

中
学
以
彗
ハ
年
の
コ
ン
ビ
で
呼
吸
が
合

っ
て
い
る
の
が
嶺
味
．
し
か
し
若
手
席

チ
ー
ム
も
対
法
政
二
商
戦
で
す
っ
か
わ

打
刀
に
自
信
を
つ
け
向
上
の
線
を
た
ど

っ
て
い
る
。
川
村
コ
ー
チ
も
冒
ち
の

打
刀
は
上
昇
し
て
い
る
ー
坂
出
両
市
の

投
手
は
立
上
が
り
が
不
調
だ
そ
う
だ
か

ら
そ
こ
を
ね
ら
ぞ
、
ま
た
先
取
得
点

で
押
し
ま
す
よ
』
と
自
信
の
ほ
ど
姦
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3二一11庶出商に敗れる

〝
魔
の
六
回
″

不
達
の

速
に
岡
晴
投
手
打
崩
せ
ず

【
甲
高
に
て
整
毒
特
空
襲
】
竃
鹿
野
諾
否
日
宇
琶
空
碧
、
北
崖
袋
琵
砦
と
鼓
し
た
峯
良
3
A
i
で
惜
し
く
も

敗
れ
汁
・
争
、
惜
し
い
質
だ
っ
た
。
空
撃
神
棄
川
袋
墓
一
髪
陣
し
こ
敏
に
莞
姿
提
こ
こ
に
芳
踪
吉
の
酌
に
聖
由
浩
否
抱

え
雲
海
・
要
撃
等
イ
レ
ン
鴨
晶
っ
て
家
に
ダ
ッ
ク
・
ア
官
玩
浮
た
藻
草
イ
ン
笠
に
書
と
老
い
汗
と
ホ
コ
為
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
そ
芸
痔
霊
ぐ
い
幕
ら
さ
し
が
っ
た
。
缶
の
エ
ラ
ー
を
つ
く
っ
た
遜
警
謹
告
と
あ
ふ
れ
出
盛
富
み
し
め
て
い
る
。
撃
は
冒
ぜ
こ
あ

ん
た
の
か
・
毒
こ
夏
だ
の
か
冒
し
き
畏
自
習
谷
し
1
戸
袋
だ
『
い
い
ん
だ
、
い
い
ん
だ
冒
な
ぐ
孟
ら
れ
て
い
彗
義
手
の
佐
条
、
石

挙
の
鞋
萱
嘉
は
こ
の
日
と
畏
斉
震
っ
た
洋
に
憂
患
古
手
讐
聖
く
る
ぞ
b
轟
旧
姦
め
て
い
た
。
（
彗
霜
竺
面
）

転
が
り
渚
も
て
山
科
は
生
遺
し
た
。
こ

の
】
点
す
ら
な
か
っ
た
な
ら
は
…
あ
き

ら
め
き
れ
ぬ
出
嵩
の
盃
だ
っ
た
。

敗
因
に
つ
い
て
川
村
コ
ー
チ
ぼ
冠

川
に
ボ
ー
ル
が
多
か
っ
た
こ
と
、
和

事
閑
暇
投
串
の
ア
ウ
ド
ロ
、
ア
ウ
ト

カ
ム
ノ
於
主
力
の
堪
狙
、
田
中
が
打

て
な
か
っ
た
こ
と
し
を
あ
げ
て
い
る

村
川
投
手
は
冒
よ
は
ダ
ち
屯
体
が

窓
く
、
ボ
ー
ル
が
き
ま
ら
な
い
感
じ

毒
素
は
皇
意
へ
声
援
を
概
け
る
応

援
団
⑳
五
回
裏
署
手
二
死
走
者
三
重
の

と
き
村
川
の
申
前
安
打
で
小
泉
生
還
（

捕
手
中
り
球
審
小
沢
）
大
阪
電
送
〕

署
名
開
封
店
に
ぁ
リ

だ
っ
藍
と
残
念
そ
う
に
治
っ
て
い

た
。

し
墓
高
チ
ー
ム
は
蓋
っ
た

四
国
の
雄
坂
出
商
港
と
讐
邑
つ
に
組

ん
で
ー
歩
も
ゆ
す
ら
ぬ
搬
い
ぶ
り
だ
っ

た
。
甲
子
園
フ
ァ
ン
に
も
『
奥
羽
に
置

事
雪
芝
と
は
っ
き
り
印
撃
け
た

】
戦
で
、
退
場
の
岩
手
商
各
ナ
イ
ン
に

『
来
年
も
ま
た
出
て
こ
い
よ
し
と
激
励

の
声
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。

性
≡
≡
t
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
三
≡
一
≡

州
・
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
刷

ヨ
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
三
三
≡
≡
l
≡
≡
≡
≡
‖

【
甲
子
菌
に
て
七
宮
特
派
員
彗
〇
三
・

対
法
〓
商
戦
に
打
棒
の
さ
蒙
見
せ

た
宕
威
、
対
客
観
に
は
破
れ
た
と
は

亭
竺
面
、
四
回
嗣
け
て
二
つ
の
ダ
7

ル
・
プ
レ
ト
で
守
備
の
頸
舶
さ
な
み
せ

た
。
一
面
猿
娩
出
噛
山
国
が
ヒ
ッ
ト
で

出
た
後
、
損
出
の
二
ゴ
ロ
で
親
m
窒
一

封
、
一
塾
に
も
送
ら
れ
た
が
、
わ
ず
か

に
漉
く
、
い
わ
ば
ダ
ブ
ル
・
プ
レ
ー
の

予
行
演
習
。
次
の
山
科
の
遜
ゴ
ロ
で
き

れ
い
に
ダ
ブ
ル
・
プ
レ
ー
．
四
回
裏
も
．

四
球
の
囲
崎
三
塁
に
お
い
て
水
杢
l

ゴ
ロ
で
ダ
ブ
り
、
あ
ざ
や
か
な
と
こ
ろ

を
み
せ
た
。

○
…
な
ん
と
い
っ
て
も
魔
の
六
回
、
小

泉
の
失
策
と
田
中
の
塩
倒
は
滞
か
っ
た

も
し
あ
の
と
き
、
田
中
が
転
倒
し
て
い

な
け
れ
ば
壷
ア
ウ
ト
に
し
た
の
だ
か

ら
、
坂
出
は
得
点
で
き
ず
、
勝
敗
の
行

方
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

○
…
療
胤
の
奮
、
県
人
会
の
に
わ

か
作
か
の
ウ
チ
ヮ
三
百
本
を
贈
ら
れ
、

ま
た
ラ
サ
H
貴
大
阪
工
場
が
百
名
余
り

動
鎖
し
た
り
、
日
本
ア
ル
ミ
石
川
社
長

の
好
意
で
茅
イ
コ
が
持
込
ま
れ
た
の
¶

で
タ
イ
コ
、
笛
、
ウ
チ
ヮ
と
三
つ
も
そ

ろ
え
、
宕
筒
先
輩
が
リ
ー
ド
に
な
幻
巧

み
な
磐
の
。

岩
高
、
1
7
日
に
帰
盛

【
甲
子
出
に
て
七
宮
特
派
員
弾
】
甲
子

園
で
健
脚
し
た
岩
滝
チ
ー
ム
は
十
五
日
■

枚
八
陣
十
五
分
大
l
奴
馨
列
車
で
大
阪
…

登
篭
、
十
六
日
準
則
見
学
、
十
六
日

枝
十
陣
五
十
分
、
上
野
如
準
急
で
十
七

日
午
前
十
陣
四
十
二
分
盛
両
駅
着
で
鱒

習
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
川
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大
向
に
致
命
的
な
盲
点

岩
手
高
、
必
死
の
追
撃
及
ば
ず

【
豊
島
に
て
木
筆
等
警
乗
】
彗
十
苗
全
量
野
菜
吉
良
十
四
日
違
零
彗
十
穿
か
畠
讐
変
。
こ
の
日
行
わ
れ
垂
露

一
書
・
異
罠
表
裏
挙
悪
対
蓮
閂
袋
苦
商
蚕
は
掌
悪
書
商
に
先
奪
点
差
し
雷
、
高
よ
く
言
志
し
て
同
点
に
こ
ぎ
つ
け

た
・
し
か
し
歪
隻
ハ
回
芽
と
失
策
芸
爵
な
こ
点
董
来
、
そ
盆
藁
怠
菅
葛
せ
ず
、
賢
帝
の
腱
哲
な
㌢
つ
い
に
3
†

l
芸
を
の
ん
巧

〇
二
国
戦

岩
手
高
（
奥
羽
）
対
苦
商
（
北
四
国
）

岩
手
高
　
0
0
0
　
0
－
0

坂
出
商
　
0
－
0
　
0
0
2

【
琴
芝
芸
】
〓
回
】
（
拳
）
攻

撃
綴
、
名
久
井
遊
ゴ
ロ
、
田
口
一
意

で
一
重
凡
退
（
坂
邑
山
竺
邪
飛
、

山
田
三
ゴ
ロ
、
最
望
一
守
口
と
三
者
凡

退
（
両
軍
0
）

三
回
】
（
睾
）
田
空
涙
、
小
泉

〓
飛
、
沢
野
中
前
安
打
、
し
か
し
佐
人

糞
遣
わ
の
一
一
宅
チ
ャ
ン
ス
を
返
す

家
出
）
山
科
四
球
、
中
川
バ
ン
ト
で

山
型
壷
．
続
く
岡
崎
申
前
に
邁
静
打

で
山
科
二
島
か
包
茎
考
究
零

点
塞
ぐ
。
し
か
も
水
本
四
球
で
完

走
空
、
二
塁
、
蚕
桑
で
二
死
、
大

害
多
M
諒
で
二
死
満
塁
。
山
地
左
邦
で

萎
惹
磯
を
脱
す
（
掌
0
、
坂
出
1
）

【
三
巴
（
小
事
）
有
川
一
一
環
、
平
野

琴
コ
ロ
、
莞
（
坂
色
山
田
左

前
安
打
、
黒
田
二
ゴ
ロ
で
山
田
は
二
封

山
型
一
ゴ
ロ
の
爪
丁
一
丁
三
重
を

供
す
（
両
軍
0
）

【
四
回
】
（
掌
）
名
久
井
石
巧
田

口
一
義
、
田
中
壷
に
轟
、
し
か

し
山
科
の
好
捕
に
阻
ま
る
。
一
（
坂
出
）
・

中
川
遊
ゴ
ロ
、
藤
崎
堤
、
水
杢
ニ
ゴ

ロ
で
五
1
甲
・
≡
塵
（
両
軍
0
）

【
五
巴
多
事
）
五
番
か
空
前
安

打
に
出
て
ス
孝
と
良
く
一
遍
に
成
功
J

チ
†
ン
ス
を
迎
え
る
。
沢
野
の
三
ゴ
ロ

で
小
泉
一
義
、
佐
々
木
〓
球
島
J
ス
ク

イ
ズ
バ
ン
ト
を
欝
レ
た
が
一
重
走
者

か
泉
ス
タ
ー
よ
手
、
し
か
し
つ
づ
く

狩
出
家
島
下
を
政
義
の
安
打
で

塞
遠
国
只
と
こ
嘗
つ
く
、
平
野
三

ゴ
ロ
．
霧
邑
大
東
一
義
、
小
舎
多

義
、
山
地
蕪
の
三
蔓
　
（
着

手
1
、
坂
出
0
）

ご
薗
】
要
事
）
蓑
ゴ
ロ
、
名

久
井
〓
ゴ
ロ
、
田
口
措
邪
飛
で
三
者
凡

退
（
坂
出
）
山
田
涯
ゴ
ロ
、
黒
琴
コ

ロ
、
山
椒
左
前
安
打
、
山
型
壷
、
中

川
の
平
凡
な
遊
ゴ
ロ
を
速
筆
か
泉
失
策

し
山
掛
生
還
、
そ
の
間
に
中
川
一
重
に

進
む
（
撃
田
中
眼
鏡
を
落
し
、
球
を

見
失
ら
歯
に
）
岡
崎
露
の
あ
と
水
本

一
一
密
の
妹
勲
打
で
中
川
生
葱
、
大
東

一
恵
問
賓
で
一
▼
置
、
し
か
し
オ

喜
多
ニ
ゴ
ロ
（
若
草
0
、
坂
出
2
）

【
七
回
】
（
岩
手
）
田
中
捕
邪
飛
、
小

泉
三
ゴ
ロ
、
沢
野
遊
ゴ
ロ
と
一
重
凡
退

（
坂
芭
山
型
寺
石
、
山
田
左
前
安

打
と
の
後
有
川
セ
ッ
ト
夢
ジ
ョ
ン

早
く
ボ
ー
ク
を
破
ら
れ
山
田
二
進
、
黒

田
の
投
ゴ
ロ
を
有
川
l
室
に
悪
投
し
て

l
・
、
二
重
と
な
る
。
琴
ヽ
山
科
四
球
で

】
死
満
亀
、
中
川
ス
ク
イ
ズ
失
敗
で
山

望
衰
間
に
き
ょ
抗
癌
、
中
川
二
飛
。

【
入
回
】
（
若
草
）
佐
々
木
遊
撃
強
襲

の
内
野
安
打
、
村
川
バ
ン
ト
で
佐
々
木

二
進
、
平
野
の
〓
ゴ
ロ
で
佐
火
木
三
進

蓋
ゴ

ロ
（
坂
出
）
岡
崎
遊
ゴ
ロ
、

．
水
看
、
大
東
三
振
（
両
軍
0
）

【
九
巴
（
掌
）
名
久
井
左
飛
、
田

口
l
l
症
、
田
中
三
振
（
岩
事
0
）

【
戦
評
】
試
会
運
び
に
ま
さ
っ
た
坂
出

は
岩
手
の
慧
な
乱
れ
に
乗
じ
、
得

点
し
て
膵
剤
を
に
誓
っ
た
。
坂
出
墜
一

回
四
球
の
山
科
を
事
固
く
バ
ン
ト
で
送

っ
窓
と
、
岡
崎
の
申
舶
蕃
打
で
先

坂
点
を
あ
げ
、
一
轟
は
二
死
後
山
科
の

安
打
、
中
川
の
澄
ゴ
ロ
で
解
じ
た
若
草

遊
撃
義
手
の
ダ
プ
ル
・
エ
ラ
ー
で
ふ

た
た
び
〃
－
£
専
っ
た
あ
と
、
死
球

鞋
閻
疫
配
戦
旗

が
浮
い
て
制
球
に
苦
し
み
、
二
回
先
取

点
嘉
し
た
が
、
五
回
貫
に
出
た
小

泉
窒
壷
に
お
い
て
自
ら
中
断
安
打
を

放
ち
同
点
と
ん
た
こ
ろ
か
豊
直
り
つ

つ
あ
っ
た
．
し
か
し
山
薗
演
じ
た
失
策

娼
韻
雪
、
倍
宣
教
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み
込
ま
れ
る
誓

う
。
甲
子
園
で
は

奥
羽
の
代
表
と
し

て
恥
じ
な
い
よ
う

石
桜
精
神
の
神
随

【
甲
子
嵐
に
て
本
社
七
胃
特
派
員
弾
】
わ
が
奥
羽
代
表
岩
手
帯
枚
は
十
四
日
の
第
二
回
戦
第
二
試
合
で
北
四
国
代
表
坂

出
商
帯
と
対
戦
、
よ
く
健
闘
し
た
が
3
A
…
1
で
惜
し
く
も
放
れ
蓋
っ
た
。
し
か
し
彗
完
封
胃
第
十
年
臼
、
し
か

も
捌
鼻
で
あ
り
な
が
ら
、
空
回
戦
で
神
奈
川
代
表
法
些
高
を
3
A
…
・
0
と
堂
々
と
シ
ャ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
し
、
漢

羽
帯
校
W
等
史
に
さ
ん
と
し
て
拝
く
殊
勲
尊
宅
立
志
畢
さ
れ
た
。
そ
の
活
臆
し
た
】
革
帯
ナ
イ
ン
に
甲
子
園
で
の

感
激
を
つ
づ
っ
て
も
ら
っ
た
。

を
十
分
に
発
揮
し
た
つ
も
り
だ
。

よ
う
の
第
二
回
戦
の
北
田
国
代
表
の

蜜
嵩
と
も
全
力
を
つ
く
し
て
戦

っ
た
つ
も
り
だ
。

；
郵
；
㈲
蒜
拍
悶

出
井
た
こ
と
は
非

常
に
う
れ
し
い
。

こ
れ
は
金
ナ
イ
ン

が
八
万
と
い
う
大

観
衆
の
も
と
で
蟄

三
塁
手
板
垣
隆
夫

夢
に
ま
で

み
た
甲
子

私
は

帯
校

生
と
し
て
最
後
の

年
に
生
姪
の
望
み

で
あ
っ
た
甲
子
聞

出
場
と
い
う
感
激

の
舞
台
に
出
ら
れ

た
こ
と
窒
肯
ん
で
い
る
。
ま
た
私
は

壁
面
大
会
出
場
に
あ
た
り
強
敵
だ

と
い
っ
て
お
そ
撃
、
轟
散
だ
と
い

っ
て
あ
な
ど
ち
ぎ
、
高
校
生
と
し
て

ほ
じ
な
い
戦
い
を
し
た
つ
も
り
だ
。

る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
夢
に
ま
で
み

た
甲
子
尚
が
私
の
目
前
に
豪
華
華
麓

に
そ
び
え
立
っ
た
陣
、
私
の
脚
は
事

ひ
で
ー
は
い
だ
っ
た
。
ま
た
第
】
戦

を
勝
塾
じ
飾
っ
た
障
、
郷
土
の
み
な

さ
ま
か
ら
釘
心
の
こ
も
っ
た
祝
電
を

受
け
、
挙
抄
に
第
二
敬
で
も
抵
大
な

声
援
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
深
謝
し

て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
こ
の
機
会
に

自
信
沙
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

革
は
し
い
。

出
し
た
こ
の
坪
場
で
鰐
は
ボ
ー
ル
を

追
っ
た
。
こ
の
感
激
、
こ
の
興
奮
、

名
誉
は
私
の
読
校

勝
代
の
東
商
の
む

む
だ
と
思
う
．
郷

土
の
み
な
さ
ま
の

声
援
を
心
碧
落

上
が
畠
J
に
全
力
を
尽
し
た
た
め
だ

レ
患
う
．
二
回
戦
も
金
力
を
尽
し
て

戦
っ
た
つ
も
り
だ
。

永
久
に
こ
の
甲

卓
屡
宗
に
咲

い
た
こ
と
の
感

教
で
い
っ
ぱ
い

だ
．
郷
土
の
声

÷
之
百
㌢
孝
息
羞
貰
i
芸
手
や
～
．

を）

甲
子
鰐
の

夢
が
帯
枚

△
筈

に
商
い

二
年
生
に
し
て
実

損
し
た
。
こ
れ
は

一
生
瞳
の
思
い
出

と
し
て
深
く
心
の

中
に
刻
み
こ
ま
れ

も
の
を
求
め
て
い

る
。
そ
れ
診
盛
匠

今
日
な
し
得
た
。

夢
の
甲
子
園
、
遠

い
国
甲
子
囲
、
い

援
に
母
校
の
名

菅
を
担
い
柳
出

場
の
勝
利
真

義
で
も
心
に

し
迄
匠
幸
福

と
い
う
名
の
上

に
い
ま
立
っ
て
い
る
。

専
管

訝
ゝ
・
ナ
　
吊
市
島
可

宝島

く
感
謝
し
て
い
る
．
郡
戦
に
蒙
こ

高
を
降
し
た
こ
の
署
び
嘉
た
に
、

こ
ん
ご
も
こ
の
感
激
篭
っ
て
ガ
ン

バ
ル
つ
も
り
だ
。

甲
慧
愚
茅
が
電

車
の
窯
を
と
お
し

て
み
え
た
と
き
私

は
い
い
知
れ
ぬ
富

び
を
感
じ
た
。
甲

夢
の
甲

子
園
に

云
幸
一

で
蘇
ナ
イ
ン
竺
丸
ど
な
っ
て
捨

私
は
夢
に
　
鼻
の
聖
篭
戦
っ
た
。
こ
の
意
気
は

も
み
た
甲
　
全
く
豪
産
倒
し
勝
利
を
得
る
こ

辱
き
た
よ
る

こ
び
嘉
光
に
初

出
場
で
し
雷
緒

戦
嘉
っ
た
こ
と

は
非
常
に
う
れ
し

い
。
こ
れ
に
ま
さ
る
感
激
は
な
い
。

こ
れ
は
言
葉
慣
貞
わ
す
こ
と
は
出
来

な
い
．
た
だ
胸
が
l
杯
だ
。
こ
れ
で

若
手
、
い
な
奥
羽
と
し
て
自
信
を
得

た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
だ
♪
患
う
。

く
他
の
有
名
、
無
名
の
草
を
送
り

子
閲
大
会
に
出
場
出
井
た
と
い
う
こ
　
と
が
出
来
た
。
こ
の
整
言
葉
に

と
は
、
l
生
監
隋
の
奥
深
く
に
さ
さ
　
襲
わ
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
き

初
戦
に
勝

つ
こ
と
が

子
坦
称
場
に
第
一
歩
を
夢
入
れ
だ
と

き
急
に
上
が
る
よ
う
な
哲
が
し
た

し
か
し
少
し
上
が
っ
て
い
た
万
が
肩

の
調
子
が
良
く
な
る
私
は
、
有
刺
だ

っ
た
．
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
初
出
場

チ
ー
ム
は
上
が
る
か
上
が
ら
な
い
か

に
よ
っ
て
勝
敗
が
決
ま
る
の
で
は
な

か
あ
う
か
．
誠
合
が
終
っ
て
か
ら
宿

に
き
て
い
る
電
報
を
み
た
と
き
、
私

は
郷
土
の
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
に
心

か
ら
菅
才
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
．
こ
ん
ご
も
郷
土
の
声
援
に
こ
た

え
、
一
所
懸
命
が
ん
ば
る
．

〔
写
貫
は
宕
高
ナ
イ
ン
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
サ
イ
ン
）




